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推薦を受けた者の数 20人（そのうちの認定農業者の数　10人）
応募した者の数 ６人（そのうちの認定農業者の数　１人） ※経歴の表記について、年月は元号、順番は時系列に統一。

認定農業者等の認定状況

年齢 性別 年月 職歴や役職名等、農業関係の受賞等 経営形態 従事日数（年間） 年齢 性別

就農時期 農業委員・農地利用最適化推進委員就任状況 耕作面積 主な生産品目

平成20年4月
令和2年1月
令和2年4月
令和6年3月
令和6年4月

いわき市消防本部　就職
有機JAS講習　修了書　取得
環境型保全型農業研究会　農Ｌimit　結成
いわき市消防本部　退職予定
常磐地区消防団（４支団３分団９班）入団予定

兼業 150日間程度 該当

40 男
令和4年12月

令和5年3月

米・食味分析鑑定コンクール国際大会　ベストファー
マー賞
環境保全農業コンテスト最優秀賞　農Limit（団体）

69 男

平成20年 ―

平成26年4月
平成29年4月
平成27年4月

平成24年7月
平成30年7月
令和4年3月

大久地区　区長就任
大久地区　ほ場整備事業　顧問就任
大久地域資源保全会　会長就任（多面的機能支払
交付金事業）
いわき市農業委員就任（第14期）
いわき市農地利用最適化推進委員就任（第16期）
大久地区農事組合長就任

専業 280日間程度 非該当

76 男 81 男

昭和60年
第14期農業委員会委員

第16期農地利用最適化推進委員

270a 水稲 無

農業

個人推薦 1

鈴木　忠光

　私は、25歳（平成20年）の時、消防職に就き、そ
の年に祖父と父を亡くし、現在まで消防士を続け
ながら16年間農業に従事してきました。その経験
から感じた課題は、給与から農業への収入面で
の補填が当たり前となっており、子育てをしなが
ら農業を続けることは、生活の圧迫に繋がり、更
には、従事する若手の減少に繋がっているという
ことです。
　その課題に立ち向かうべく、私は今回公務員を
早期退職し、いわき農業活性化のため農業委員
の一員となり、尽力を尽くして行きたいと考えてい
ます。
　農業については、担い手不足や耕作放棄地の
増加など今後の課題は山積みですが、地域農業
の課題解決と農業の持続的な発展のため、積極
的に話し合い等を行っていきたいと考えていま
す。今までの経験と人脈を活かし、地域農業振興
に役立てたいと思います。

・消防士として救急・救助現場で隊長として活動、
その他にも地域行事や防災講話など積極的に
行っている。
・4年前から収穫祭のイベントを主催し、地域活性
化に貢献している。

・令和2年、「環境型保全型農業研究会　農Ｌimit」
を結成し、有機農業を行っている。
・令和3，4年、「米・食味分析鑑定コンクール国際
大会」でベストファーマー賞に認定され、プレミア
ムいわきライキの拠出生産者として登録を得てい
る。

公務員
（令和６年３月

退職予定）

・法人（ABURAYA合同会社）を創業し、今年4月
からは、代表へ就任。農業の法人成りも視野に
活動を行っていく。又市の大学卒採用試験で農
地法を勉強するとともに、消防士となってからも、
火災予防の観点から、勉強をしてきた。

菅野　嘉晴

農地利用最適化推進委員へ
の推薦又は応募の有無職業 職業

第18期いわき市農業委員会の委員申込状況（令和６年２月29日現在）

申込区分 №

推薦を受ける者 推薦をする者

氏名 経　歴 農業経営の状況

推薦を受けての抱負など 地域活動・地域貢献
の実績等

農業に関する識見
農地等の利用の最適化の推進に関する事項そ
の他の農業委員会の所掌に属する事項につい

て、職務の知識や関連する事務の経験

氏　名

推薦の理由

　農業を生業として、160アールの水稲・野菜を
行っており、今後は、より効率の良い経営拡大を
図っていきたいと考えています。
　農業については、担い手不足や耕作放棄地の
増加などの課題解決と農業の持続的発展のた
め、積極的に話し合い等を行っていきたいと考え
ています。
　区長や資源保全会の役員の経験や人脈を活か
し、地域の農業振興に役立てたい尽力したいと考
えています。

　大久地域資源保全会（多面的機能支払交付金
事業）の会長として地域行事や活動に積極的に
参加している。

　農業高校の知識を農業に生かし活動している。 　農業委員・推進委員として活動してきたので再
度活動できれば考える。

水野　功

　久之浜大久地区の耕作地は、地域が広範囲に分散し、２地区以外は、未整備地区である。しかも、中山間地区に
指定されている。
　農業に従事しながら、大久地区の各種団体の責任者として、様々な課題や要望に取り組み、培った知識や経験か
ら、的確に対処し、地域からも厚い信頼を得ている。
　しかし、ここ数年、農業委員不在の状況から、将来の地域農業利用計画策定推進の遅くれ等から、再度の委員就
任を望んでおります。今後の農地の保全保護の観点から、委員間で連携し、農業振興に貢献できることを期待でき
る。

　鈴木氏は早くに父を亡し、農業に就業しました。地域の老齢農家の田を心よく引受、又遊休農地の解消にも貢献
して来ました。今年市役所を退職して専業農家又担い手としていわき市の農業に貢献したいとのことです。
　尚小名浜・常磐区は４名でしたが、前回常磐の小泉氏が県農青連副会長などたくさんの重職についていたため３
名になり、今回鈴木氏を推選することとなりました。認定農業者であり、今後活躍が期待出来ると思います。
長孫町区長（３年）農地利用最適化推進委員（２期）菅野嘉晴

無
農業

千軒平溜池土地
改良区副理事

長、大久地区部
会事務局長

個人推薦 2

飯高　敬一

160a 水稲、野菜
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認定農業者等の認定状況

年齢 性別 年月 職歴や役職名等、農業関係の受賞等 経営形態 従事日数（年間）

就農時期 農業委員・農地利用最適化推進委員就任状況 耕作面積 主な生産品目

平成19年4月
平成27年7月
平成29年4月
平成30年7月
令和03年7月

中山間地等直接支払制度大谷集落代表（現職）
第15期いわき市農業委員会農地部会長
いわき市山田地区区長会会長
第16期いわき市農業委員会会長職務代理者
第17期いわき市農業委員会会長職務代理者 専業 300日間程度 該当

74 男

昭和56年 第11～17期農業委員会委員

昭和54年4月
昭和58年9月

平成15年4月
平成28年4月
平成28年4月
平成30年7月
平成31年4月
令和3年4月

いわき市消防団第２支団第６分団　入団
福島県農業経営者海外派遣研修（フランス・ドイツ・
オランダ・スイス・デンマーク）
福島県国際農友会　いわき支部長　就任
いわき市消防団　第６分団長　就任
福島県指導農業士会　いわき支部長　就任
いわき市農業委員　就任（16期）
洞地区農政部長　就任
洞地区行政嘱託員（区長）就任

専業 300日間程度 該当

66 男

昭和52年 第17期農業委員会委員

平成24年4月
平成29年4月
令和5年4月
令和5年8月

遠野地区消防団入団
上遠野中学校PTA会長
いわき市伝統野菜むすめきたか食べるかい会長
いわき市認定農業者協議会　監査

専業 300日間程度 該当

46 男

平成25年 第17期農業委員会委員

平成14年4月
平成16年12月
平成19年4月
平成20年5月
平成23年5月
平成27年4月
平成28年4月

西郷上農事組合長
いわき市民生委員・児童委員
いわき市中央地区少年補導員
いわき市中部農業協同組合監事（非常勤）
いわき市中部農業協同組合代表監事（非常勤）
西郷町区会方部長
西郷町区会神社総代

専業 300日間程度 非該当

74 男

平成13年 第14～17期農業委員会委員

現職
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

いわき市消防団第一支団第四分団第三班長
いわき市認定農業者協議会長
いわき市少年補導員（教育委員会／中央警察署）
いわき米の会　副会長
JA福島さくら総代
JA福島さくら平窪支店運営副委員長
JA農業青年連盟平窪副支部長
下平窪農事組合会計
下平窪農地保全会会計
福島県立磐城農業高校PTA会長

専業 270日間程度 該当

60 男

平成13年 第16、17期農業委員会委員

昭和46年4月

平成23年2月
平成24年2月

平成24年3月

平成27年4月
平成31年3月
令和3年7月
令和4年12月

大浦農業協同組合（現福島さくら農業協同組合）入
組
いわき市農業協同組合（金融部審査課長）定年退職
磐城小川江筋土地改良区監事就任（平成28年2月ま
で）
いわき市役所農林水産部農業振興課経営改善推進
員就任（平成27年まで）
大森地区資源保全会副代表に就任
大森自治会会長に就任
いわき市農地利用最適化推進委員に就任
民生委員児童委員に就任

専業 180日間程度 非該当

73 男

昭和49年 第1期農地利用最適化推進委員

平成22年3月～
平成23年2月

平成23年3月～
平成28年2月

平成28年3月～
令和4年2月

令和4年5月～

いわき市農業協同組合　女性部　神谷支部長

いわき市農業協同組合　女性部　庶務

福島さくら農業協同組合いわき地区　女性部部長

福島さくら農業協同組合いわき地区理事

専業 60日間程度 非該当

67 女

昭和54年 第17期農業委員会委員

平成23年5月
平成23年6月
平成24年4月
平成28年6月
平成29年5月

JAいわき市農業協同組合理事
三和町地域振興協議会副会長
中三坂区長
いわき市農業委員
JAさくら農業協同組合理事

兼業 150日間程度 非該当

74 男

昭和48年 第17期農業委員会委員

　若くから家業の農業に関わり、現在はもう一つの家業である酒類
関係業務と兼業で取り組んでいる。
　また、米作に取組み、農業委員、JA理事、中山間地域等直接支
払制度の役員など、地域の農業のリーダーとして活躍するととも
に、中三坂区長としての経験や三和町地域振興協議会副会長とし
て多角的な視点での農業に対する言動が期待でき、地区内外で
の信頼も厚い。
　特に、本市でも最大規模を誇る当該地区における中山間地域等
直接支払制度においては、中核的な役割を果たし、農地の適切な
管理を図っている。
　三和地区における中核的な担い手の視点から、いわき市の農業
振興に寄与する積極的な発言が期待できるとともに、地域活動を
通じて得た信頼関係を生かし、地域の調整役としての活躍が期待
できる。

170a 米 無 会長
永山　肇一

○イノシシ被害など地域が抱える農業課題に
ついて、解決のための検討及び要望活動を実
施している。

○道路改良など地域が抱える課題について、
解決のための検討及び要望活動を実施してい
る。

団体推薦 8

大竹　公治

　農業委員として、農地の維持管理に携わり、中
山間地域における地域農業経営基盤強化促進
計画作成に協力していきたい。

　中三坂区長として地域が抱える課題等につい
て、解決のための検討及び活動を積極的に実施
していた。

　昭和48年に就農し、長年農業に携わっている。 第15期から現在まで、農業委員として活動してい
る。

三和町区長会

　ＪＡ福島さくらいわき地区女性部の顧問として、女性部主催イベン
トをはじめ、健康管理、教育文化活動など幅広い交流活動を積極
的に展開するとともに、730名の会員を有する女性部のリーダーと
してまとめあげ、部会を円滑に運営されている。また、ＪＡ福島さく
らいわき地区理事としても、地域の組合員の代表者とし、いわき地
区の農業の振興と地域への貢献に尽力されておられます。
　また、地域の清掃活動などにも積極的に参加し、農業者はもとよ
り一般の地域住民との交流も盛んに行い、地域のまとめ役としても
厚い信頼を得ています。農業に携わる女性の視点から、本市農業
振興に寄与する積極的な発信や行動が期待できる。さらに地域で
の活動から得られた信頼関係をいかしながら、農業・農村の調整
役として十分に能力を発揮いただけると期待しております。

49a 水稲 無 統括部長
冨岡　英表農業

団体推薦 7

中根　まり子

　遊休農地や農業後継者（担い手）不足の問題に
ついては、永遠の課題とされており、ＪＡの女性部
活動やブランド協議会活動、ＪＡの理事の立場か
ら情報を発信し、解消に向けて尽力したい。

　いわき市農業生産振興ブランド化協議会会長
など、本市の振興作物ＰＲ活動、生産拡大など、
地域活動に積極的に参加している。

・JA女性部の顧問として活動
・本市ブランド化協議会の会長に就任してから、
本市に古くから栽培されている、伝統野菜の重要
性について認識し、食育の一環として若い世代に
伝統野菜の魅力を引き継ぎ、魅力発進について
普及推進活動を継続していく。

・第17期農業委員として活動してきた。
・地区のほ場整備事業の委員として、農地の転
作作物の検討や、実施などの農地利用最適化に
ついて協議を進めており、他地区、他県などの事
例を踏まえ本市の事業に役立てられるよう活動
を継続。

福島さくら農業
協同組合

いわき統括セ
ンター

○営農指導・支援、担い手支援、食農教育、農
地の再生・環境整備、販売・購買事業　等

○青年連盟活動、女性部活動　等

団体推薦 1

蛭田　元起

　農業委員７期22年の経験を活かし、農地法関
係の事案に対して遵法精神で臨み、公平公正な
判断をすることに努めます。また、最重要課題で
ある目標地図の素案作成に尽力したいと思いま
す。加えて地域農業振興に不可欠な中山間地等
直接支払制度活用のため、集落代表者として引
き続き取り組みしていく所存です。

　いわき市少年補導員・いわき南地区保護司とし
て地域の非行防止活動や犯罪者の更生保護活
動を長年にわたり行っている。

　農業委員７期の経験を活かし、農地法の適用に
ついて公平公正な判断に努めている。

農業

180a 水稲・野菜 無

団体推薦 2

遠藤　重和

　２期６年間、活動してきた中で農業従事者の高
齢化や担い手不足により耕作放棄地が増えてい
ることに強い危機感を抱いています。地域の中で
就農意欲のある担い手を育成できるよう積極的
に取り組んで行きたい。また、地域農業の持続的
発展と農地の有効利用を図るため、地域での話
し合いが何より大切です。目標地図を活用し、地
域農業の未来像が描けるよう合意形成に尽力し
たいと考えています。

　行政役員として地域の行事や活動に積極的に
参加している。

　持続可能な農業を目指して環境に配慮した栽
培技術推進のため活動している。

農業

№

推薦をする者（団体等）

氏名 経　歴 農業経営の状況

推薦を受けての抱負など 地域活動・地域貢献
の実績等

農業に関する識見

職業

80a 野菜 無 組合長
鈴木　正一

○若くから就農しており地域の担い手として長
く活躍している

○PTA、消防団での活動を通し、地域の取りま
とめ役として厚い信頼を得ている。

農地利用最適化推進委員へ
の推薦又は応募の有無

　毎月17日以上農地パトロールを行っている。ま
た、いわき市農業委員会会長職務代理者として
職責を果たすべく努めている。

いわき市山田
地区区長会

○耕作放棄地や獣害などの情報提供。

○地区内の各種団体と連携し、地域の活性化
に努めている。

　農業委員として２期６年間農地行政に係わる活
動をしてきた。

洞農政部

○定期的に農道及び農業用排水路の維持管
理に取り組んでいる。

○地域の環境整備（草刈り）等の定期的な活動
を実施している。

代表者職氏名

200a 水稲 無 蛭田　光治

部長
髙木　照子

　農協役員や農業委員の経験を通して農業に関
する識見を深めました。
　又、明治大学法学部在籍中に農地法を学習し
ました。

　農業委員として４期12年、活動してまいりまし
た。又、明治大学法学部在籍中に農地法や農業
委員会に関する法律を学習しました。

西郷上農事組
合

　耕作放棄地の増加、農地の荒廃化を減少させ
たい。
　就農する人の手助けをできるように頑張りた
い。

　消防団として地域の活動に参加している
　地区の中山間地直接支払い制度の構成員とし
て活動している

　コマツ福島㈱建設機械の整備をしていました
　㈱南東北クボタで農業機械の整備をしていまし
た

　第17期農業委員として活動してきました。

認定農業者協
議会

農地等の利用の最適化の推進に関する事項そ
の他の農業委員会の所掌に属する事項につい

て、職務の知識や関連する事務の経験

組織の名称 当該推薦をする者の性格を明らかにする事項
○農業分野の主な活動
○地域における主な活動

推薦の理由

○農業用排水路の泥上げや、農道、溜池の草
刈りに常時参加している。

○地域の一斉清掃や各種行事に参加し、住民
との交流に努めている。

　農業に従事しながら、民生委員、少年補導員の活動にも参加し
て地域社会に貢献してきました。
　農協役員の経験もあり、地域農家との調整役的な活動も大いに
期待できると思います。

　若くにUターン就農し、以来今日まで地域の中核的な担い手であ
る。PTA会長や区長会会長を務め、積極的に地域活動を行ってき
た。現在は農業委員として、また中山間地等直接支払制度の集落
代表として農業振興の先頭に立ち、農業外ではいわき市少年補導
員や保護司の任にあり地域貢献の一翼を担っている。様々な活動
を通して培った物の見方・考え方は農業振興・地域振興に寄与す
るものであり、農業分野においてさらなる活躍が見込まれます。

　温厚かつ責任感があり、何事にも丁寧に取り組む性格で部員か
らの信頼が厚い。施設キュウリトマトを中心とした野菜生産におい
ては常に情報収集と技術的な研鑽を怠らず栽培技術の改善によ
り、収量や品質の向上に取り組んでいる。
　地区の農政部顧問として地域農業の維持発展のため農道整備
の他各種課題解決に尽力している。早くに就農し地域において営
農を長年行ってきたことから地域の実情に詳しい。
　また農業委員として農業情報の収集・提供に努めている姿に他
の農業者から信頼を得ており調整役としての活躍が期待できる。

　農業を生業として1,200aの水稲の栽培を行っている。
　農業については担い手の不足や耕作放棄地の増加等、課題を
感じており、地域の農業の課題解決と農業の持続的な発展のため
の積極的な活動が見込まれる
　中核的な担い手の視点から農業振興に寄与する積極的な発言
や活動が期待できるとともに、地域活動を通じて得た信頼関係を
得た信頼関係を生かし、地域の調整役として活躍が期待できる。

　長年農協職員として地域の農家と共に農業の振興に尽力し、退
職後はその経験を乞われて、いわき市農林水産部の嘱託職員とし
て働く傍ら、土地改良区の監事として積極的に改良区の運営に
関ってきた。令和３年より農地利用最適化推進委員として活動して
おり地元からの信望も厚い。今後、地域の農業には、農業人口の
減少、高齢化などの様々な問題があり、耕作放棄地も増加する傾
向にあるなか、今までの実績を活かし農業委員として活躍が大い
に期待される。

120a 水稲 有 中根　進
農業

農業・いわき市小
売酒販組合理事

団体推薦 6

古市　邦男

　私はこれまで、農協職員やいわき市農林水産
部嘱託職員としていわき市の農業全般を見る機
会がありました。また、農地利用最適化推進委員
として３年間活動し、さらに農業・農地等の厳しい
現状を一層感じています。このような中で私なり
に、農地再生事業や新規就農者等の制度をフル
に活用し、地域の方々と３年間で４件・約３haの遊
休農地を再生することが出来ました。今後は、委
員としての更なるスキルアップと委員会の活性化
を目指して努めて参りたいと応募いたしました。

　青年団、消防団、現在は大字役員として活動に
参加している。

　福島県農業短大で農業全般について学んだ。
農協在職中地域振興に努め、特に宅地建物取引
士の免許を活用し、農地の集約に努めた。また、
いわき市農林水産部時は、認定農業者の育成に
努力をした。

　福島県農業短期大学校で、農業六法、民法等
を学んだ。農地利用最適化推進委員として活動
している。

磐城小川江筋
土地改良区

○元磐城小川江筋土地改良区監事、いわき市
農地利用最適化推進委員

○元大森自治会会長、民生委員児童委員

申込区分

団体推薦 5

鈴木　義直

　農業を生業として、500aの水稲栽培を行ってお
り、今後は、経営面積の拡大を図っていきたいと
考えています。
　農業については、担い手の不足や耕作放棄地
の増加など課題を感じており、地域農業の課題
解決と農業の持続的な発展のため、積極的に活
動していきたいと考えています。
　消防団や認定農業者協議会の役員の経験や
人脈を活かし、地域農業振興に役立てたいと考
えています。

　農事組合・農地保全会会計として、地域計画策
定や耕作放棄地解消を中心に活動している。
　消防団員として地域行事や活動に積極的に参
加している。

　有機農産物生産行程管理者認定　福島県認定
30号　平成20年2月
　JGAP認証取得　令和2年2月
　福笑い栽培農家　令和2年～

　農業委員として、16期17期活動している。

いわき市認定
農業者協議会

農業

団体推薦

無 鈴木　義直
農業

団体推薦 4

佐川　良平

　農協役員、農業委員等を通じて得た経験を活
かして地域農業者の声を市政に反映させていき
たいと思います。
　又、現在、市・農業委員会等が進めている「地
域計画」、目標地図の作成に向けて、引き続き、
積極的に取り組んでまいりたいと思います。

　農事組合員及び町区会役員として地域行事や
人足作業に積極的に参加しております。又、過去
には民生委員、少年補導員として社会貢献にも
参加しました。

3

生田目　祥明

1,200a 水稲

○定期的に農業用水路の草刈・清掃管理等に
とりくんでいる。

○地区の催事等を通じ、地区住民の交流を定
期的に実施している。

　若くに就農し、地域の中核的な担い手として長年活躍している。
　消防団をはじめ地域活動にも積極的であり、農業者はもとより、
農業者以外の地域住民との交流も盛んで、地域の取りまとめ役と
して厚い信頼を得ている。
　中核的な担い手の視点から、いわき市の農業振興に寄与する積
極的な発言や活動が期待できるとともに、地域活動を通じて得た
信頼関係を活かし、地域の調整役としての活躍が期待できる。

500a 水稲 無 鈴木　義直
農業

推薦を受ける者
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認定農業者等の認定状況

年齢 性別 年月 職歴や役職名等、農業関係の受賞等 経営形態 従事日数（年間）

就農時期 農業委員・農地利用最適化推進委員就任状況 耕作面積 主な生産品目

平成11年5月
平成20年1月
平成22年6月
平成25年6月
平成28年6月
平成25年6月

三和地区土地改良区理事
いわき市農業共済組合理事
いわき市農業共済組合代表幹事
いわき市農業共済組合理事
福島県農業共済組合代表監事
いわき市農業委員

専業 250日間程度 該当

78 男

昭和40年 第17期農業委員会委員

・第７支団第３分団　訓練部長
・戸田環境保全会　庶務・会計
（多面的機能支払交付金事業）

兼業 150日間程度 該当

49 男

平成26年 第17期農業委員会委員

昭和58年4月

平成28年4月
平成28年4月
令和元年4月

神谷地区消防団入団
いわき市認定農業者協議会　神谷・草野方部理事就
任
JA神谷地区農業青年連盟委員長就任
JAさくら神谷支店農事組合協議会会長就任
いわき共済組合損害評価委員就任
JAさくら神谷支店　支店運営委員会委員長就任

専業 280日間程度 該当

68 男

令和3年 第17期農業委員会委員

昭和46年4月
平成21年3月
平成28年4月
平成28年4月
平成30年7月

いわき市消防団入団
いわき市田人財産区管理会員
田人地区出旅人大字区長就任
いわき市行政嘱託員
いわき市農業委員 専業 300日間程度 非該当

74 男 昭和56年11月 いわき市農林業賞受賞

昭和43年 第16、17期農業委員会委員

昭和55年3月
昭和55年4月
平成8年4月
平成18年3月
平成28年3月
平成28年4月
令和3年4月
令和5年3月
令和5年4月
令和6年3月

国立新潟大学農学部林学科卒業
いわき市森林組合入社
いわき市消防団第１支団第２分団第７班入団
いわき市消防団第１支団第２分団第７班長で退団
いわき市森林組合参事で定年退職
いわき市森林組合に継続雇用
草野地区体育協会長就任
いわき市森林組合継続雇用終了
草野地区絹谷農事組合長就任
絹谷地区区長就任 兼業 180日間程度 非該当

67 男

平成28年 ―

昭和57年4月
平成11年
平成21年
平成26年4月
令和3年3月

令和3年7月

アルプス電気㈱　入社
海外赴任（マレーシア）
海外赴任（中国　浙江省）
海外赴任（中国　浙江省）より帰国
アルプス電気㈱　定年退職（現アルプスアルパイン
㈱）
川前地区内にてピーマン生産開始

兼業 150日間程度 非該当

67 男

令和３年 ―

平成23年1月
令和3年7月
令和5年5月

行政書士登録（福島県行政書士会入会）
第17期いわき市農業委員就任
福島県行政書士会いわき支部副支部長就任
福島県行政書士会理事及び企画開発部副部長就
任 非農家 ― 非該当

57 男

― 第17期農業委員会委員

農地等の利用の最適化の推進に関する事項そ
の他の農業委員会の所掌に属する事項につい

て、職務の知識や関連する事務の経験

組織の名称 当該推薦をする者の性格を明らかにする事項
○農業分野の主な活動
○地域における主な活動

推薦の理由
農地利用最適化推進委員へ
の推薦又は応募の有無職業 代表者職氏名

○絹谷地区農事組合長就任して高齢者農家の
積極支援

○草野地区体育協会会長として、草野地区市
民体育祭を開催

　若い時から地域活動には、積極的に参加しており、消防団活動
や体育協会の役員を歴任し、地域とのコミュニケーションを積極的
に進め、、得意分野である農地の有効活用の知識は豊富であり、
離農希望の農家や高齢農家の相談等にも積極的に耳を傾けてき
ており、将来草野地区全体の米作農家の後継者問題等でも良き
リーダーとして活躍して頂ける人物と思い、強く推薦いたします。

150a 水稲 無 会長
片寄　邦之農業

団体推薦 14

新妻　吉人

会長
根本　秀一農業

団体推薦 13

松﨑　正信

　農業については、父が亡くなり農地を相続して
から直接携わってきました。現在は、150aの水稲
栽培を行っており、耕うん・田植え・稲刈等の主要
作業は委託より行い、畦の草刈・水管理・施肥等
の管理を自ら行っています。実際に農業を行って
みると、用水路の老朽化、農業機械の維持管
理、米価の低迷や肥料・資材の高騰等により農
業収支は恒常的に赤字となり、とても農業として
成立する状況ではなく相続した農地を荒らせない
という思いだけで続けている状況です。区役員と
して区行政に携われば、老朽化した用排水路や
ため池・揚水施設の補修費負担、担い手の不足
と高齢化による人足作業の停滞、作業や経営委
託による農地管理の無関心化や耕作放棄地の
増加等と困難な課題ばかりです。地域ではこれら
を解決する動きとして人・農地プランによる地域
計画策定し、農業の生産効率向上や農地集積・
集約化を図るため基盤整備に取り組もうとしてい
ます。
　これらの地域農業の課題解決と地域の農業振
興のため積極的に話し合い等を行っていきたいと
考えています。

・消防団員として地域の火災の予防や消火、防
災活動に積極的に参加してきた。
・草野小学校子ども会育成会会長、草野小学校
PTA会長、草野地区青年会会長として地域行事
や活動を積極的に推進し参加してきた。
・草野地区体育協会長として地域のスポーツの
普及や振興、健康の増進のため積極的に活動し
ている。

・大学で林学を学び、いわき市森林組合で組合員
の経営相談や森林管理、施業受託等を行うなか
で、近年の気候変動により激化する豪雨による
被害を減少させる方法として治水対策としての農
地の適正な維持管理が非常に大切であると実感
している。

・いわき市森林組合で、立木や林地の不動産評
価業務を行うため必要な宅地建物取引士を取得
するなかで農地法、農振法関連の手続きを学ん
だ。

草野地区区長
協議会

　日本経済新聞の報道によりますと、2050年には
農業従事者が現在比△80％になると予測されて
います。担い手の不足や耕作放棄地の増加など
農業における課題が山積する中、これからの日
本の食糧事情はどのようになってしまうのか、日
本の食と農業は危機的な状況を迎えています。
　このような状況の中、先祖代々から受け継いだ
農地を守り、日本の食糧危機に備えるべく、「食」
を切り口に人々の関心を農業へと向かわせなが
ら、農業の課題解決と持続的な発展のため、地
道な活動を実践して行きたいと考えています。

　隣組長として令和４年度から２年間活動してき
ており、地域に貢献できるよう、一斉清掃や地区
内の行事といった地域活動に積極的に参画して
います。

・電気製品メーカーに勤務していた経験を活か
し、パソコンを活用した作物の肥培管理のデータ
管理を行っている。
・生産工程における機械化の重要性を認識して
いるため、ピーマン栽培における自動かん水設
備の導入など、作業の機械化にも積極的に取り
組んでいる。
・土壌分析に基づいた「土づくり」「肥培管理」の実
践
・インターネットを活用した生産技術の習得や研
修、関連書籍の購入

○有害鳥獣（特にイノシシ）の駆除や防御の事
業拡大等について関係機関へ要望活動を実
施。

○住民生活に密着な道路の整備促進と維持管
理の充実や、情報通信格差の是正（光ファイ
バーの導入）等について関係機関へ要望活動
を実施。

○農業用ため池の維持管理及び貯水量管理を
行っている。

○ため池の貯水量及び配水量を調整し、大雨
時の河川の水量を調節し防災減災に取り組ん
でいる。

　水稲栽培に力を入れ、後継者のいない水田耕作による地域水田
の保全管理に取り組を行う傍ら、神谷水稲部会副部会長として、
稲作栽培の意見交換や技術向上に努めております。
　常に地域農業の将来を見据えて活動しており、神谷第２地区ほ
場整備委員会委員として中心的役割を担っており、地域の調整役
として高い評価が得られております。
　このように農業のみならず諸事に取り組んでいる姿勢は、農業委
員としての資質は十分であり、適材で有ると考えます。

508a 水稲 無 会長
佐川　新一

○イノシシ被害など地域が抱える農業課題に
ついて、解決のための検討及び要望活動を実
施している。

○道路改良など地域が抱える課題について、
解決のための検討及び要望活動を実施してい
る。

　若くから家業の農業に関わり、近年は専業として取組み、熱意あ
る認定農業者として地域農業を牽引し、地域からの信頼も厚い。
　三和地区の中核的な担い手として長年活躍しており、農業振興
に寄与する積極的な言動が期待できるとともに、これまでの市域
活動で培った信頼関係のもと、地域の調整役としての活躍が期待
できる。

　定年退職を機に就農し、自身の電気機器の生産製造に係わって
きた職歴を生かし、農業生産におけるデータ管理の必要性・重要
性を認識した現在に適した農業生産を実践しており、消費者が求
める農作物の生産に向け、活躍が大いに期待できる。
　また、本人も中山間地域の農林業が今後さらに厳しいものと推
測し、その中で地域に合った農作物を見出し、付加価値を付けて
販売できるような農業の推進と後継者の育成に尽力したいと考え
ている。

4a ピーマン 無

○青年時代はこんにゃく芋の生産に傾注し、最
近では、銀杏等、水稲以外にも多角的な農作
物の生産に取り組んでいる。

○消防団、財産区管理委員、区長（会長）退任
後も、防犯協会会長（R4～現在）を務める等、
精力的に活動しており、地域の信頼も厚い。

　いわき市で初めて「大豆作」を開始し、永井地
区・四倉地区まで推し進めた。

　第14期から現在まで、農業委員として活動して
いる。

三和町区長会

推薦を受ける者

川前町区長会

岡村　泰典

・土地改良区に入所し、５年目の年を迎えました。
改良区では技術担当とし、防災減災の取組みの
他現在は、基盤整備事業に力を注ぎ活動中。ま
た、いわき市生産振興課、農業委員会等が中心
になり推進している地域計画の素案作成では、
基盤整備事業の一環で進めている各地区の担い
手の集積図を活用し素案作成に協力。四倉地区
だけではなく大久地区の整備事業も実施してい
たので、遅れている久之浜地区の素案作成にも
率先して参加し、期日内での100％達成を目指
す。

・多面的機能活動の庶務・会計とし７年目の年を
迎える。ほ場整備を終え約23年弱になるが、東日
本大震災等の影響もあり、用排水路等に問題を
抱えていたが、保全会の推進活動で修繕活動実
施中。
・消防団員として間もなく30年を迎える。現在は訓
練部長として活動してきたが、４月からは副分団
長として４年間活動する。ポンプ操作及び規律訓
練の経験を活かし、団員の教育に注力する。

・アルパインマニュファクチャリング株式会社　入
社（在籍期間：平成５年～平成29年）
・東部産業株式会社　自動車部　入社（在籍期
間：平成29年～平成31年）
・千軒平溜池土地改良区　入所（令和元年～現
在）

・土地改良区の職員であることから、農地を守る
と言う考えは、農業委員と合致する。また、終日
事務所にいることから地元の方が、相談しやすい
環境であることから相談窓口としても活用でき
る。多面的能活動及び基盤整備事業も行ってい
る事で、幅広い相談対応が可能。

千軒平溜池土
地改良区

申込区分 №

推薦をする者（団体等）

氏名 経　歴 農業経営の状況

推薦を受けての抱負など 地域活動・地域貢献
の実績等

農業に関する識見

団体推薦 12

油座　盛明

　農業委員として２期勤めて来ました（６年間）
　我が田人地区は、中山間地域であり、専業農家
として、生活するのが難しい地区です。しかしな
がら農地、農業を守って行くことが、大事だと思い
ます。
　地域の中で、地区ごとに話し合いの場を作り、
お互い協力して、農地活用が出来る様に努力し
て行きたいと考えています。

　若い時は、消防団員として活動して来ました。
　現在は地域行事や活動に積極的に参加してい
ます。

・磐城農業高校卒業、高校時代に北海道へ酪農
実習にも行っている
・県が主催するこんにゃく振光協議会で一年間勉
強する

・農業委員として、２期６年勤めて来た事を今後
の活動に生して行きたい。特に農地利用のアドバ
イスを送って行きます。

いわき市田人
地区区長会

600a 米 無 会長
永山　肇一農業

団体推薦 11

平田　敬一

　農業後継者の減少という中で農業を営む中で、
つねづね集落を超えた農家同士の付き合いや、
情報交換を通して、少しでも先の見えない今の農
業を明るい未来ある農業へとつなぎたいと思いま
す。その為農家だけでなく行政とのパイプともい
える農業委員になりたいと思います。

団体推薦 9

藁谷　昭夫

　農業については、担い手不足や耕作放棄地の
増加などの課題を感じており、地域農業の課題
解決と農業の持続的な発展のため、積極的に話
し合いなどを行っていきたいと考えています。

　第１期中山間地域等直接支払制度推進会議の
委員及び基盤整備に関する役員・換地委員長を
務めるほか、取りまとめ役を担っていた。

千軒平溜池土地
改良区

団体推薦 10

　これまで消防団、財産区管理委員、区長などを歴任、長として勤
め上げることが多く、地域の信頼は厚い。また、前区長会長とし
て、時に地区の諸問題について助言いただく等、区長会としても頼
りにしているところである。
　農業委員についても、２期務めているが、責任感が強く、地域の
ため一生懸命活動しており、これまでの知見と経験を活かし、地域
のとりまとめ・調整等を含め、今後は農業委員としての更なる活動
が期待できるため推薦するものである。

100a
米、こんにゃく、

ぎんなん
無 会長

宗田　公司農業

農業

　現在、地区の受託部会、水稲部会、神谷第二
地区ほ場整備事業の役員として活動しています

　明治大学　農学部で農業経営について学んで
いた。

　農業委員として現場の実状を学んでいる。

神谷地区区長
協議会

○神谷地区稲作部会や地域営農推進への協
力

○各種団体の育成・支援、青少年の健全育
成、スポーツ・文化活動の推進

　・人間性が良い。相談に来られる人への対応を見ていると、どん
な状況でも冷静に判断し、本人が納得するまで丁寧に対応してい
る姿は、なかなか出来ないと感じた。
・基盤整備事業で忙しい中、農業委員会の活動も手を抜くことなく、
しっかり調整し対応している。
・私含め役員全ての人が、『素晴らしい人が入所してくれた』と誰も
が話していることから、今後も改良区の職員だけでなく幅広く活動
し、さらに知識を習得して欲しいという思いで彼を推薦する。

65a
水稲、ピーマン、
花卉

無 理事長
佐藤　敬

団体推薦 15

石井　英毅

　農地転用許可申請等に職務上関わる行政書士
として、農業に従事する農業委員の方々とは別
の視点から貢献できるのではないかと考えてい
ます。
　また、農業委員として活動した3年間（第17期）
で得た知識・経験を活かし、今後は地域計画策
定にかかる住民説明会等への参加や地元の農
地利用最適化推進委員の方々との意見交換を
通して、より地域に密着した活動を行っていきた
いと考えています。

　平成23年の東日本大震災以降、いわき市北部
の水産加工業者を中心に組織された四倉水産加
工業協同組合の業務に携わり、被害を受けた施
設・機器等の回復や昨今の処理水放出における
風評被害で落ち込んだ販路確保のサポート等を
通して、いわき市北部地区の復旧・復興に取り組
んでいます。

　行政書士という職業上、随時開催される行政書
士会主催の研修会等で、農地法・農振法等の法
律的、手続的知識を学んでいます。
　また、これらの知見をもとに、一般の農地の譲
渡、転用のみならず、違反転用の解消に向けた
相談などにも取り組んでいます。

　行政書士として農地法・農振法関連の手続きを
行っています。
　第17期農業委員として活動してきました。

福島県行政書
士会いわき支

部

○本支部推薦による第17期農業委員として活
動し、会員への農地法などの情報交換活動に
寄与する。

○－

　福島県いわき支部副支部長として支部事業に従事すると共に、
農業委員としても従事してきました。
　温厚で支部会員からの信頼も厚く地域復興の担い手としてもご
活躍されています。
　今後の地域農業への貢献意欲と共に農業農地法及び農振法、
行政手続法に関する深い知識を有しています。さらに地域農業に
おける農地の集積・集約の進展や農業生産物への経験もあるため
農業委員として強く推薦します。

― ― 無 支部長
安藤　強行政書士
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認定農業者等の認定状況

年齢 性別 年月 職歴や役職名等、農業関係の受賞等 経営形態 従事日数（年間）

就農時期 農業委員・農地利用最適化推進委員就任状況 耕作面積 主な生産品目

平成18年4月
平成21年4月
平成26年4月
平成26年4月
令和2年4月

JAいわき市（現JA福島さくら）農事組合長就任
JAいわき市（現JA福島さくら）総代就任
土地改良区片石田区総代就任
農業共済組合片石田区部長就任
片石田区区長就任 専業 280日間程度 該当

65 男

平成12年 ―

昭和56年12月
昭和62年4月
平成5年
平成27年6月
令和2年6月

令和4年6月

税理士試験合格
（公社）日本生産性本部認定経営コンサルタント
福島県いわき農林事務所普及協力員（経営）
経営革新等認定支援機関
東北税理士会いわき支部支部長
（令和4年6月まで）
東北税理士会理事

非農家 ― 非該当

66 男

― 第16、17期農業委員会委員

平成26年3月
平成30年8月
令和元年7月
令和2年3月

豊間第２農事組合長　就任
いわき市納税貯蓄組合連合会　理事就任
いわき市認定農業者協議会　会長就任
福島県認定農業者会　副会長　就任

専業 300日間程度 該当

67 男

平成9年
第17期農業委員会委員

第16期農地利用最適化推進委員

申込区分 №

推薦を受ける者 推薦をする者（団体等）

氏名 経　歴 農業経営の状況

推薦を受けての抱負など 地域活動・地域貢献
の実績等

農業に関する識見
農地等の利用の最適化の推進に関する事項そ
の他の農業委員会の所掌に属する事項につい

て、職務の知識や関連する事務の経験

組織の名称 当該推薦をする者の性格を明らかにする事項
○農業分野の主な活動
○地域における主な活動

推薦の理由
農地利用最適化推進委員へ
の推薦又は応募の有無職業 代表者職氏名

― 無 支部長
百澤　重人税理士

　地域の中核的な担い手として長年活躍している。
　地域活動にも積極的であり、農業者はもとより、農業者以外の地
域住民との交流も盛んで、地域の取りまとめ役として厚い信頼を得
ている。
　中核的な担い手の視点から、いわき市の農業振興に寄与する積
極的な発言や活動が期待できるとともに、地域活動を通じて得た
信頼関係を活かし、地域の調整役としての活躍が期待できる。

900a 水稲 無 鈴木　義直
農業

16

鈴木　幸夫

　農業を生業として680aの水稲栽培を行っており
ます。いわき市の認定農業者であり今後も地域
の担い手として経営面積の拡大を計画しておりま
す。
　農業については、農業者の高齢化、後継者・担
い手不足、耕作地放棄地の増加など課題を切実
に感じており、地域農業の課題解決と農業の持
続的な発展のため、ＪＡ福島さくら総代の立場とし
ても積極的に話し合い等を行っていきたいと考え
ています。
　また、片石田区役員の経験や人脈を活かし、地
域の農業振興に取り組みたいと考えています。

　片石田区の役員として８年間活動し地域行事や
活動に積極的に参加しております。

　平成12年に就農し、長年農業に携わっている。

福島さくら農業
協同組合小川
支店農事組合

長協議会

○いわき市の認定農業者やJA福島さくら総代
の立場として、農業の将来を見据え様々な課
題解決、農業の持続的な発展のため積極的に
話し合い等を行っている。

○片石田区の役員を引き受け地域活動にも積
極的に参加し地域住民と交流を盛んに行い地
域の取りまとめ役として厚い信頼を得ている。

団体推薦 17

木幡　仁一

　税理士・経営コンサルタントの立場から、個別
農業者の方に対する経営指導のみならず、農業
関係の行政機関の会議参画など、幅広く農業分
野に関わってきております。
　今後も農地のあり方、農業経営のあり方につい
て、自身の知見をもとに積極的に関わっていきた
いと考えております。

　地域商工団体活動の支援として「経営発達計
画評価検討委員会」委員に就任している。

　福島県いわき農林事務所普及協力員として、農
業経営に関する税務等に関する研修会等の実施
をしている。
　農業法人に対する税務・経営指導を行ってい
る。
　税理士として、農地の納税猶予等の手続きを
行っている。

　・慶応義塾大学法学部法律学にて行政法につ
いて学んだ。
　・税理士として、農地の納税猶予等の農地関連
手続きを行っている。

東北税理士会
いわき支部

○いわき市農業委員および福島県いわき農林
事務所普及協力委員としての活動

○商工会等の地域商工団体への業務支援活
動

団体推薦

680a 水稲 無 会長
猪狩　泰一農業

―

いわき市認定
農業者協議会

○定期的に農業用水路の草刈・清掃管理等に
取り組んでいる。

○地区の催事等を通じ、地区住民の交流を定
期的に実施している。

　小川地区農業委員（現いわき市農業委員会会長）草野庄一氏よ
り次期農業委員として推薦を受けた鈴木幸夫氏は、平成12年に就
農し地域の中核的な担い手として長年活動している。片石田区の
役員をはじめ地域活動にも積極的に参加し、農業者はもとより農
業者以外の地域住民との交流も盛んに行い地域の取りまとめ役と
して厚い信頼を得ている。
　いわき市の認定農業者やJA福島さくら総代の立場として農業の
将来を見据え問題解決に向けた提案など、各関係機関と連携を図
り積極的に行動している。
　職歴のとおり各団体役員の経験と人脈を活かし地域の調整役と
して今後の活動に期待ができる。

　16期農地利用最適化推進委員及び17期農業
委員として経験を活かし活動してきた。

　過去２期に渡る農業委員としての知見を踏まえ、税理士・経営コ
ンサルタントとしての立場から農地活用、地域活性化に対する意
見具申を行うことができるものと考える。

団体推薦 18

四家　誠

 17期農業委員として活動し、実状を経験したの
で増々農業委員として貢献したい。

　区の役員として地域行事や活動に参加してい
る。

　農業経験約40年を活かし、地域の担い手とし活
動している。
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認定農業者等の認定状況

年齢 性別 年月 職歴や役職名等、農業関係の受賞等 経営形態 従事日数（年間）

就農時期 農業委員・農地利用最適化推進委員就任状況 耕作面積 主な生産品目

昭和50年5月
令和5年12月

設計事務所開業　一級建築士・土地家屋調査士
設計事務所　12月28日業務廃止

非農家 ― 非該当

77 男

― ―

昭和53年3月
昭和54年10月
昭和61年4月
平成2年3月
平成3年10月
平成5年4月

平成11年4月

平成11年7月

平成12年4月
平成30年4月
令和3年7月

日本能力開発センター　国語科講師就任
就農
福島県農協青年連盟　理事就任
いわき市花き鉢物研究会　会長就任
釜戸川流域環境保護団体　事務局長就任
NHK文化センター鉢花講座講師就任　同23年3月辞
任
社会福祉法人・希望の杜福祉会理事就任　現在に
至る
農事組合法人・フローラルいわき　代表理事組合長
就任
日本農業法学会　入会
NPO法人奏笛伝承会設立発起人会事務局長就任
いわき市農業委員会第17期農業委員就任

専業 300日間程度 該当

71 男

昭和54年 第17期農業委員会委員

昭和57年～
　　　平成3年

令和5年5月

遠野町農業協同組合　営農指導員　在職

定年退職

地域消防団・遠野町青年会会長歴任
ＪＡ福島さくら遠野支店地域営農推進員

兼業 60日間程度 非該当

65 男

平成3年 ―

2000年4月
2024年4月

山田小湊消防団入団（うち班長3期）
山田小湊地区区長（予定）

兼業 150日間程度 非該当

61 男

2012年 ―

1991年4月

2018年12月

2021年6月

デザイン系の専門学校を卒業し、印刷会社にてグラ
フィックデザイナーとして勤務。主に商業印刷物、出
版印刷物を企画制作。
Webに特化した企業へ転職。Web関連のデザイン、
SNSマーケティングまで統括したプロモーションの提
案を開始。
特定非営利活動法人withIWAKI代表理事に就任

兼業 30日間程度 非該当

53 女

2011年3月 いわき市の『伝統農産物アーカイブ事業』の一環とし
て、市内の在来作物や伝統的な農作物加工法を調
査し、農作業を実際に体験。調査内容を貴重な地域
資源として次世代に継承するため、『いわき昔野菜
図譜』を編集し発行。

― 第17期農業委員会委員

2007年4月

2021年3月
2021年7月

いわき市役所　入所
　水道局・農林水産部・教育委員会にて勤務
いわき市役所　一身上の都合により退所
第17期いわき市農業委員　就任

自家消費 50日間程度 非該当

39 女

― 第17期農業委員会委員

応募 4

木村　義昭

　地区の消防団員として、約20年間（うち10年は班長）活動し、防
災活動に貢献した。なお、既に、防災士講習を受講し、いわき市に
登録している。

・特になし ・特になし 　2011年の震災以降、親より農地を引継ぎ、就農した。
（2024年度より、大野種子生産組合員として活動する予定。）
　今般、地域の基盤整備事業申請（大野第三地区）に伴い、地区のまとめ役として、加えて、農業委員会の一員となり、事業推進に
貢献したい。
（2024年4月より、山田小湊地区区長として、活動予定。以前は、地区委員として活動。）

150a 水稲 無
会社員

応募 3

平子　正之

　とおの和紙活動ボランティア（令和６年２月より）
　遠野オートキャンプ場お手伝い（申込中）
　を積極的に行いたく思います。

　東京農業大学　農学部　農業経済学科　農業経営学を学ぶ
　農業改良普及員　合格（宮城・東京・神奈川）
　遠野農業協同組合在職中　営農指導担当　地域協同大規模農
業経営に興味を持つ

　特になし
　任期中　職務の知識や関連する事務の経験を重ねたい。

　遠野町農業協同組合　営農指導員在職中
　地域農業の有り方として、小規模農業者にての経営の地域に乾燥組合の設置により機械貧乏からの抜け出しを計画しました。30
年も前の話ですが
　現在の水田圃場整備状況から考えますと、整備が進み大規模経営の基盤が整っていると思われます。
　その状況下、ＪＡが主体とした農業の確立を考えている様子です。
　できれば、当時やり残した農業の形態を農業法人ではなくＪＡ本体が農業経営に従事する方向に進めるためお役に立ちたいと応
募致しました

　稲作を基盤とする地域農業の確立（遠野米のブランド化にて）
　通年雇用に施設農業の団地化を導入
　定年後の活動をお手伝い
　畑作地・水田の休耕地再利用
　地域活動への参加（作物提供）販売促進
　若者の農業経営のお手伝い　定住化促進の応援60a 米 有

農業

応募 1

田邉　武喜

　建築物の応急度判定書として震災時に活動、また地域行事、自
治会活動に参加

一級建築士
土地家屋調査士

申込区分 №

応募をする者

氏名 経　歴 農業経営の状況

地域活動・地域貢献
の実績等

農業に関する識見
農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員
会の所掌に属する事項について、職務の知識や関連する事務の

経験
応募の理由

応募 2

田子　耕一

・釜戸川流域に産廃処分場が計画された問題について、住民団体
や地域農業者と協力して農業生産環境を守るため、計画の白紙
撤回を求める運動を行なった。
・地域の伝統文化の継承のためのNPO法人・奏笛伝承会の設立
に取り組んでいる。

・早稲田大学大学院法学研究科において、環境法・農業法分野を
専修研究を行なった。現在、日本農業法学会、環境社会学会、環
境法・政策学会各会員。
・地域農家の農業や農地等についての相談に応じている。

・市内各地で農業と環境に係る問題に取り組む農業者や市民団
体等に対し、その対応についての提案、アドバイス等を行なう活動
を行なっている。

　第17期の農業委員に応募採用され３年間の任期を終えようとしている。その時の応募の理由は今も変わってはいない。規模の拡
大を目指す農業者や小規模でも自身をもって農業に従事する農業者の力になる事によって農業の振興発展に寄与できるとの思い
であった。
　ところが、実際に就任してみると、これほど耕作放棄地が増え目的外使用が行われ、また太陽光発電業者等による農地の改変が
行われていたことに改めて驚きを禁じ得ないものがあった。このような状況を少しでも改善すべく、現在進められている地域計画も一
つの有効な手段であると思われることから協力していくつもりではあるが、農地全般についての計画となりえず水田農業に特化さ
れ、小規模経営や多様な農業生産に即した計画性は感じられない。どのような規模であれ、そこで農業を行っていることが農業生産
環境を守り、生活や自然環境を守ることに繋がっていることを踏まえ地域計画に取り組んでいかなければならないとの思いを強くし
ている。ただ、私の一方的な見方かもしれないが、農業委員の構成が水田農業を主とした大規模経営を行っている農業者の割合が
多いようにも感じられ、同じ農業に従事しながらも彼らの発言には多少の違和感を覚えている。しかし、広大な農地の維持や利用と
いう側面からの農地行政であればこれもやむを得ないことかもしれない。
　農業委員に就任して、特に多くみられた相談においては、太陽光発電施設や耕作放棄地の管理の杜撰さへの懸念と水稲栽培大
規模経営者の農地管理に対しての周辺農地の耕作者からの苦情であり、このような状況を少しでも改善すべく指導していけたらと
思う。
　ただ、農業委員としての私の発言や文書による提案等に対して、委員の一部から行政に批判的とする声も聞かれ、理解が得られ
ないのであれば今期のみで退任するつもりであった。しかし、仲間たち各組織・団体等周囲の声や地域計画への取り組みを開始し
てしまったことから途中で投げ出すこともできず、初心に戻って再任を得るため応募しました。約220a 鉢花、水稲 無

農業

　農業委員１期３年間の経験を活かし、今後の農業の将来の在り方を考え、地域計画策定や目標地図の素案作りの推進に貢献し、
耕作放棄地の解消につなげたい。

10a 小豆、伝統野菜 無

団体職員

　都市計画協会の開発制度の研究及び農地法の解説熟読 　一級建築士として農地法関係調査の開発手続きを行っていた
　土地家屋調査士として不動産の手続として農地の地目変更手続
きを行っていた

　一級建築士及び土地家屋調査士として昭和50年より令和5年12月まで公共建築物と住宅建築設計監理と不動産の表題業務及び
宅地開発等、社会貢献に活動してまいりました、今までの経験を基に新しい未来に向けての農業振興のため、農業委員として参画
したしたく申込致しました

― ― 有

農地利用最適化推進委員へ
の推薦又は応募の有無職業

　農業委員を１期勤めてみて、農家と行政をつなぐとてもやりがいのある仕事だと感じた。
　第18期も引き続き農業委員を勤めることができるなら、現在取り組んでいる地区ごとの目標地図の作成に関する業務を引き続き
行い、市内全地区の目標地図完成を見届けたい。
また、農家の方々との交流をさらに深め、将来のいわきの農業をより良いものにしていくために引き続き活動していきたい。

4a 大豆 無
いわき市
農業委員

応募 6

菅野　綾

　いわきで子育てをするママたちを応援する活動として、「いわきお
かあちゃんの会」の事務やイベントをサポートしている。

　いわき市役所で農業振興課に所属し、いわき市産農産物生産流
通促進に取り組んだ経験ががる。

　第17期いわき市農業委員として活動してきた実績がある。

応募 5

志賀　幸

　伝統野菜文化の継承を目的に、いわき伝統野菜保存会「むすめ
きたか食べるかい」を発足。地域の農家有志の指導にて伝統野菜
の小豆「むすめきたか」を遊休農地で栽培。初の収穫イベントを開
催し100名以上の集客を実現。購入を希望する複数の企業から問
い合わせをいただいている。

・グラフィックデザイナーとしてあらゆる印刷物の制作や情報発信
業務に携わってきた中、特にインターネットの普及などでより広範
囲に情報を届けることができるようになった現代、発信力を強化
し、地域産業の振興に貢献しながら「おいしさと感動」を消費者に
伝えていく事が何よりも重要であると考える。「デザイン」によって
地域ブランドの価値を高め、農業をはじめとする「１次産業を活性
化すること」こそが私たちのデザイナーの使命だと考える。

・農業委員として、１期３年間活動してきた
・遊休農地を利用して、伝統野菜の栽培を行っている
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